
」
挨
拶
昨
年
に
続
き
、
今
回
も
見
え
る
人
も
、
見
え
に
く
い
人
、
見
え
な
い
人
も
、
ま
た
日
頃

か
ら
能
に
親
し
ん
で
い
る
方
か
ら
能
楽
堂
が
初
め
て
の
方
ま
で
、
誰
で
も
が
と
も
に

同
じ
空
間
（能
楽
堂
）で
ヾ
豊
か
な
時
間
（
公
演
）
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
標

と
し
、
能
と
講
談
か
ら
古
典
の
世
界
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

講
談
は
謡
曲
『
隅
田
川
』
を
モ
チ
ー
フ
に
宝
井
琴
星
先
生
が
書
き
下
ろ
し
た
『
梅
若

丸
』
を
五
代
目
宝
井
琴
鶴
先
生
に
お
読
み
い
た
だ
き
ま
す
。
能
『
隅
田
川
』
は
世
阿
弥
が

主
張
し
て
い
た
［子
方
を
出
さ
な
い
演
出
］
に
て
上
演
致
し
ま
す
。

皆
様
の
お
運
び
を
ヾ
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

鈴
木

啓
吾

拝

番

組

解
説

鈴
木

啓
吾

宝
井

琴
星

作

講
談

宝
井

琴
鶴

休
憩

二
十
分

■
講
談

『梅
若
丸
』

講
談
師
、
見
て
き
た
よ
う
な
嘘
を
つ
き
…
。

能

『
隅
田
川
』
を
も
と
に
、
多
く
の
新
作
講
談
を
創
作
し
て
い
る
宝
井

琴
星
が
講
釈
な
ら
で
は
語
り
口
、
面
白
さ
を
加
え
脚
色
し
た
作
品
。

今
回
は
琴
星
の
愛
弟
子
・五
代
目
宝
井
琴
鶴
が
生
き
別
れ
た
子
・

梅
若
丸
を
探
し
求
め
る
母
の
心
情
を
読
み
上
げ
ま
す
。

■
能

『
隅
田
川
』

人
買
い
に
さ
ら
わ
れ
た
我
が
子
は
い
づ
，Ｔ
、

武
蔵
國
・隅
田
川
の
流
し
場
、客
待
ち
を
し
て
い
る
船
頭
の
前
に
現
れ
た

の
は
、生
き
別
れ
た
息
子
を
探
し
に
都
北
自
河
か
ら
は
る
ば
る

もヽの
地
よ

で
や
っ
て
き
た
と
い
つ
女
物
狂
い
。
「船
に
乗
り
た
く
ば
面
白
く
狂
っ
て
見

せ
ろ
」
と
の
要
求
に
女
は
伊
勢
物
語
の
古
歌
を
引
き
、乗
船
を
乞
う
。

舟
に
乗
り
込
む
こ
と
の
で
き
た
女
が
耳
に
し
た
の
は
、
対
岸
の
大
念

仏
。
聞
け
ば
一年
前
の
今
日
、
人
商
人
に
捨
て
ら
れ
亡
く
な
っ
た
子
ど
も

の
弔
い
だ
と
い
？
‥
。
母
の
心
千
切
れ
ん
ば
か
り
の
悲
し
み
を
描
い
た

観
世
十
郎
元
雅
の
不
朽
の
名
作
。

梅
:

若
丸

ン
ア

鈴
木

啓
吾

隅
田
川

ヮ
キ
野
口
能
弘

ワ
キ
ツ
レ

野

口

琢
弘

大
鼓

柿
原

孝
則

笛

小
鼓

大

山

容

子

後見一】」「「一〔̈　　地謡

藤

田

貴
寛

奥
川

恒
戌

中
森
健
之
介

桑

田

貴
恙

坂

真
太
郎

奥
川

恒
治

永
島

　

充

終
演
時
間

午
後
四
時
頃
）

鈴
木
啓
吾

不
嘔

ユ

・

宝
井
琴
鶴

否
ミ

３
Ｆ
】

観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師

（公
社
）
観
世
九
皐
会

所
属

。
（公
社
）
能
楽
協
会

会
員

重
要
無
形
文
化
財

（能
楽
総
合
）
指
定
保
持
者

一般
社
団
法
人

一
乃
会

代
表
理
事

・
遊
楽
ス
名
ン
オ

代
表

三
世
観
世
喜
之
に
師
事
。
観
世
九
皐
会
、
緑
泉
会
で
の
演
能
活

動
の
他
、
１
９
９
７
年
か
ら
研
究
公
演

里
乃
会
］
を
主
宰
。

２
０
０
５
年
よ
り
能
楽
普
及
イ
ベ
ン
ト
で

とヽ
の
は
か
ぜ
」
「
古
典

を
こ
と
ば
で
旅
す
る
　
ｏ
」と
の
は
か
ぜ
」
「
遊
楽
の
ひ
と
と
き
」
等

の
イ
ベ
ン
ト
、
動
画
制
作
の
企
画
。主
催
。

著
書

】
「
能
の
つ
た
」
「
続

・
能
の
つ
た
」
（と
も
に
新
典
社
刊
）

講
談
師

（真
打
）

講
談
協
会
　
所
属

平
成
１８
年

宝
井
琴
星
に
入
門
。
平
成
２２
年

一
フ
ロ
昇
進
。
令
和

元
年

真
打
昇
進
、五
代
目
宝
井
琴
鶴
を
襲
名
。

定
席
や
地
域
寄
席
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
。
「
塚
原
卜
伝
」
ヨ

一方

ヶ
原
軍
記
」
「
曾
我
物
語
」
な
ど
の
古
典
講
談
か
ら
コ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル

号
の
遭
難
」
「
長
編
講
談
　
倭
建
命
」
な
ど
創
作
講
談
ま
で
幅
広

く
手
掛
け
る
。
著
書

¨
『お
や
「
」で
楽
し
む
講
談
入
門
』
『お
や
ヽ
」で

楽
し
む
講
談
ド
リ
と

（と
も
に
彩
流
社
刊
）
他
。

事
前
講
座
に
も
―
　
解
説
と
朗
読
、素
謡
で
謡
曲
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

Ｆ
」
と
の
は
か
ぜ
」
隅
田
川
編

◆
令
和
５
年
５
月
６
日
（土
）午
後
２
時
開
始

◆

遊

楽

ス

タ

ジ

オ

（
新

宿

区

改

代

町

１８

１

ＢＦ

↓

◆
対
　
象

¨
ど
な
た
で
も
！

◆
参
加
費

¨
二
千
円

分
イ
ド
サ
ポ
ー
タ
１
１
名
鉦
料
）

築
斐
不
室
へ
Ｇ

Ｏ

Ｉ

　
一
歩
踏
み
込
ん
だ
ガ
イ
ド
を
目
指
す

能
と
能
楽
堂
を
知
る
講
座

ガ
イ
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
向
け
能
楽
堂
体
験
講
座

◆
令
和
５
年
５
月
６
日
（土
）午
前
１０
時
開
始

◆
矢
来
能
楽
堂
（新
宿
区
矢
来
町
６０
番
地
）

◆
対
　
象

¨
現
在
、
ガ
イ
ド
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
る
方

◆

参

加

費

¨
無

料

（要
予
約

・
定
員
２０
名
程
度
）

●お申込み・お問合せ

一 乃 会  鈴木啓吾
〒162-0802新宿区改代町18 BlF遊楽スタジオ内
TELOFAX:03-3269-7018(平 日10時～18時対応)
E―Mail:yugaku_studio@yahoo.cojp

ホームページ:http://ichi― no―kaijp
*御名前/住所/席種/枚数/連絡先をご連絡ください。

カソフ=j所
m中

http://confetti― web.com

正面・座敷正面席

脇正面席 ■

中正面 0座敷中正面席

矢来能楽堂座席表
座敷席 1列 目は掘りごたつ形式でお座りいただけます。

(2列 目以降は通常のイス席です。)

学生(脇 0中正面)。 ……。3,300円

※視覚支援のための優先席あり(席 数限定 )。

一乃会にてお取 り扱い。

セブンイレブン 神楽坂駅  ファミリーマート
く 早稲田    ● 矢来口●  ●  飯田橋 レ

◇東京メトロ東西線「神楽坂」駅2番出□ (矢来□)より徒歩2分

◇都営地下鉄大江戸線「牛込神楽坂」駅Al出□より徒歩5分

◇駐車場はございませんので、近隣のコイン駐車場をご利用ください。

*上演中、携帯電話等の音の出るものは電源をお切りください。

*事前に許可のない、写真撮影・録音・録画は固くお断り致します。

*公演中止のほかは、払い戻し致しません。

*お申込み後の御席の変更、キヤンセルは致しかねます旨ご了承ください。

鼈 欲

躙 輻

（座
敷
席
）

堰雪駈『忌l蠍主m、 1琴ヌ   `も対鷲種議憲誕堪みます。
*セブンーイレプンヘの発行手数料がかかります。

■チケット料金 (全席指定、税込)

正面・座敷正面………5,500円   中正面 0座敷中正面……4,400円
脇正面 ………………… 4,400円   視覚支援 ………………。3,300円

(ガイ ドサポーター1名無料 )

llllll

.    クリーニング●

セブンイレブン
大久保通り     ●

牛込神楽坂


